
  コミュニティバス路線の見直しについて 【報告】 

総合調整会議 

H27.10.21 

 

 平成 25 年 10 月の済生会病院線廃止後の対応について、現在までの経過と今後の予定を報

告します。 

 

【経過】 

H25.10  済生会病院線(守山駅～済生会病院、近江鉄道㈱運行) が廃止される 

H25.11  市長と気軽に栗東まちづくり座談会において、民営バス路線廃止のためコミュニ

ティバス運行について提案される 

 H26. 2  バス路線復活を市長への手紙で希望される(この期日以降数通) 

         葉山学区自治連合会においてバス路線運行の要望意見がされる 

 H27. 3  清水ケ丘自治会からバス路線について要望書が提出される 

 H27.10  葉山学区要望として出庭地域のバス運行について要望が出される 

 

【協議、検討】 

 H26. 5  守山市と情報交換 

 H26.11  近畿運輸滋賀支局に説明  出庭地域の課題について 

 H27. 6  近畿運輸滋賀支局と協議  バス事業者との協議して行く旨を説明 

         守山市と協議       意見交換 

         近江鉄道㈱と協議         既存路線の変更手法を探る 

 H27. 7  近江鉄道㈱と協議     ルート案の検討 

 H27. 8  守山市と協議       事業者ルート案について意見交換 

      市バス対策地域協議会正副会長に状況説明 

     守山市栗東市広域行政協議会で意見交換 

 H27. 9  近畿運輸滋賀支局と協議  守山市、近江鉄道㈱との協議内容 

 H27.10  守山市、近江鉄道㈱の協議  ルート案の協議 

 

【今後の予定】 

 H27.10  議会説明会にて報告 

 H28.1~3 市バス対策地域協議会  コミュニティバス路線の対応について 

 H28.5~7 市バス対策地域協議会  コミュニティバス運行について 

 

 当該路線の廃止に伴いコミュニティバス路線として H28 年度中を目標に運行できるよ

う見直しを進めていきます。 

 



  交通災害共済事業検討委員会の提言書について 【報告】 

総合調整会議 

H27.10.21 

 

 平成27年10月1日に交通災害共済事業検討委員会から市町村交通災害共済組合管理者へ共済

事業に関する提言書が提出されましたので報告します。 

 

 

【検討委員会の設置と検討】 

 市町村交通災害共済組合議会において平成27年度に組合のあり方について具体的に検討を開

始する旨の方針が示され、同年6月に構成市町の担当者で組織する検討委員会が設置され、4回

の会議を重ねた後に検討結果として提言がなされました。 

  

【委員会提言書の概要】 

 近年の厳しい共済運営の状況から事業継続は大変難しく、合わせて昨今の社会情勢も鑑みて

事業の使命は果たせたと思料されることから、今後は解散に向かわざるを得ない旨の提言書が

提出されました。 

 

【今後の予定】 

 本年度中に事業継続の可否について組合議会で議論されるとともに、事業廃止の場合には構

成市町は翌年度以降に組合規約の変更、解散に係る議案を上程することとなります。 
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【 実施内容 】 

※場所は総合福祉保健センター（なごやかセンター）面接は集団もしくは個別で実施。 
※集団指導は国保被保険者に対し実施する特定保健指導です。医師や健康運動指導士、管理栄養

士からの話しがあり、メタボの理解や適正体重にする必要性の理解を深めること、また具体的

な実施方法の学習、ご自身の取り組みへの気持ちの強化として是非ご見学ください。 
※この実施内容に限らず必要時、電話確認や面接など内容を変更して実施することがあります。 
 
【 記録媒体 】 

特定保健指導で使用している媒体 ※多少内容を変更することあり 
①事前アンケート 
②６か月後の目標用紙（６か月後の自己目標の記載） 
③チャレンジ目標用紙（６か月間の自己の取り組み内容の記載） 
④個別記録票（毎日の記録） 
⑤事後アンケート 

時期 方法 個別面接 集団指導 
（事前） 提出 ・アンケートを記載して提出（健康診査の結果もあれば提出してください） 

初回：2 月 
個別面接

(できれば

集団指導)

・体重・腹囲測定 
・メタボリックシンドローム等の説明 
・６か月後の自己目標設定（体重、腹囲等） 
・６か月間の自己の取り組み内容の設定 

2 月 19 日 
14:00～16:00 
・医師よるメタボの 
 話 

 
提出 

(できれば

集団指導)

・3 日間の普段の食事を写真撮影したものを提

出（できればデータ処理ができるようデジカ

メで撮影していただきたいので、お持ちでな

い場合は健康増進課のデジカメを使用して

いただきます） 

3 月 11 日 
14:00～16:00 
・食事の話 
・運動ワンポイント 

1 か月後 
個別面接

(できれば

集団指導)

・体重、腹囲測定、取り組み内容の確認 
・栄養、運動に関する情報提供 

3 月 28 日 
14:00～16:00 
・運動の話 
・食事ワンポイント 

2 か月後 報告 ・体重、腹囲、取り組み内容の報告  

3 か月後 
（中間) 

個別面接

・体重・腹囲測定 
・取り組み内容と成果の確認 
・栄養・運動に関する情報提供 

 
 
 

4 か月後 報告 ・体重、腹囲、取り組み内容の報告  
5 か月後 報告 ・体重、腹囲、取り組み内容の報告  

6 か月後 個別面接
・体重、腹囲測定 
・取り組み内容と成果の確認 

 
 

毎日：個人記録表の記載をしてください（毎日の体重の記録、取り組み内容実施の有無） 
毎月：個別記録表のコピーを提出していただきます。 

 フェイスブックに成果（変化）と取り組みの経過を掲載します。取り組んでの感想や、

達成状況、意気込みなどのコメントをいただけますと幸いです。 

別紙２ 



平成 27 年 10 月 21 日 

総合調整会議資料 

 

介護支援ボランティア制度について 

 

 

介護支援ボランティア制度とは 

ボランティア登録をしている高齢者が、ボランティア活動の登録施設・事業所等で行ったボラ

ンティア活動に対して実績を勘案してポイントを付与し、その高齢者の申出により当該ポイント

を換金することで、実質的に介護保険料の支払いに充てることができる仕組み。 

 

・最初に実施した自治体は稲城市(平成 19 年 稲城市介護ボランティア制度)。 

・稲城市が平成 26 年 1 月に実施した全国市町村アンケートでは、実施自治体が 206 団体、今後

実施予定の自治体が 62 団体となっている。 

・県内では 2 市、甲賀市と守山市が実施 

・地域支援事業交付金の対象（65 歳以上の場合） 

 

 

事業を実施した場合の評価される点 

・ボランティア活動に参加することにより、高齢者の地域貢献・社会参加を促進し、生きがいづ

くりの一つとなる。 

・社会参加等をとおして、健康増進・介護予防に役立つ。介護に関心を持ち、介護予防への意識

向上につながる。 

・住民(高齢者)の互助・共助の意識の醸成。地域とのつながりの意識の醸成。 

・受入施設にとってはボランティアの確保につながり、地域との交流を深めることもできる。 

 

 

制度導入検討の経緯 

・平成 24 年 12 月 個人質問答弁「第 6期栗東市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画に向け

て検討していく」 

・平成 26 年 3 月 文教福祉常任委員長報告「介護ボランティアポイント制度については、近隣

の守山市、甲賀市が実施されており、次年度以降には野洲市において取り組

まれると聞いている。そのことも視野に入れ、具体的に実施時期や内容につ

いて平成 26 年度に検討していきたい。との答弁があった。」 

・平成 27 年 2 月 松阪市、松阪市社会福祉協議会へ視察 

・平成 27 年度当初予算・市政方針「介護支援ボランティア研修事業」計上 

・平成 27 年 3 月 「第 6期栗東市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」において、「介護支

援ボランティア制度の導入を図る」明記 

(・平成 27 年 4 月 品質目標 施策実現に向けた課の基本方針・課が取り組む基本事業に設定) 

 

 



近隣市の実施(予定)状況  

・守山市→平成 24 年 6月～ 「いきがい活動ポイント事業」 

1 時間程度で 1スタンプ、1日 2スタンプ上限 

20 スタンプで 500 ポイント、1,000 円分の商品券と換券、又は寄付 

年間の上限は、100 スタンプ 2,500 ポイント、5,000 円分 

介護施設や障害者施設などでの活動が対象 

 

・甲賀市→平成 23 年 8月～ 「高齢者介護予防ボランティアポイント制度」 

1 時間で 1ポイント、1 日 2ポイント上限 

10 ポイントごとに特産品（米、茶、信楽焼きなど）と交換。ただし、年間 50 ポイン

トを上限 

指定福祉施設での活動が対象 

 

・草津市  考えていない 

 

・野洲市  25 年度 視察、調査等検討を実施  

26 年度 準備(住民への周知、受入施設との協議、ボランティア研修等を予定) 

27 年 4 月実施予定だったが、中止 

 

 

栗東市の協議の状況 

 他市での取り組みを参考に、介護施設でのボランティア活動などを対象とする制度を想定し、

関係機関と、対象者や活動内容、実施方法、ボランティア受入可能な施設確認等検討協議を進め

ている。 

 

・スケジュール 

平成 27 年度  活動内容・ポイント転換方法の決定 

        実施要綱の原案作成 

平成 28 年度    

     上半期  実施要綱作成 

          受入施設向け制度説明の配布 

          制度周知 

     下半期  ボランティア登録・ボランティア活動開始 

          説明会（研修会）の実施 

平成 29 年度 

下半期  ポイント転換開始 
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